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山田　直利 1）・矢島　道子 2）

１．訳出にあたって

ド イ ツ 人 地 理 学 者 ヨ ハ ネ ス・ ユ ス ト ゥ ス・ ラ イ ン 

（1835-1918）は，1873 年 12 月にプロイセン王国政府

の委嘱を受けて来日し，1874 年～ 1875 年の期間，日本

の産業・商業の調査のために広く日本各地を旅行したが，

その際に，日本の地形，地質，動植物，気象なども詳し

く観察した．本邦訳は，上記の日本旅行のうち，1874 年

9 月～ 12 月に行った北関東・東北地方一周の旅行（ライ

ンの第 4 番目の旅行：山田・矢島，2019）に際して，お

もに自然科学的な観点から書かれた旅行記（Rein，1874， 

1875）の全訳である．本邦訳は第Ⅰ部「日光」と第Ⅱ部

「仙台・南部海岸」からなり，前者は Rein（1874）および

Rein（1875） の前半部に，後者は Rein （1875）の後半部に，

それぞれ相当する．日光と仙台の間および釜石以北の旅行

については，とくに記録はない．

ラインの経歴および業績については，山崎（1925），楠

根（2001，2002）が詳しく紹介しており，山田・矢島 

（2017）も触れているので，ここでは繰り返さない．今回

取り上げた論文は，明治維新から間もない混乱期に，奥日

光の山間部や宮城・岩手の海岸地域を旅したドイツ人地理

学者の率直な観察・感想が読み取れるという点で，貴重な

文献であると思われる．

原論文には小見出しがなく，読みづらいので，邦訳にあ

たって新たに小見出しを設け，また文章の段落を増やし

た．原論文にはそれぞれ脚注が付いているので，それらを

合わせて原注とし，邦訳本文の後ろに置いた．訳者による

注は訳文中の〔　〕内に記入したほか，別に訳注を設け，

原注の次に置いた．最後に，本文・原注・訳注で引用され

た文献のリストを新たに作成した．また，原論文には図が

まったくないので，訳者らが原論文およびその他の資料か

ら日光および仙台・南部海岸の旅行ルート図を作製し，そ

れらを第 1 図および第 2 図とした．なお，日光の寺社に

関しては金森 （2007）を，東北地方の街道全般については

渡辺 （1998）を，それぞれ参考にした．
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2） 日本大学文理学部

J. J. ライン著「日本における自然科学的研究旅行」邦訳
―日光および仙台・南部海岸―

２．第Ⅰ部．日光（第 1図）

＜関東平野＞
江戸湾北方にはよく知られた豊かな平野があり，これは

日本三大河 1）（3 つの大きな川）の 1 つである利根川および

その支流によって灌漑され，そして全国でも一番大きい．

この平野はコメ，綿花およびその他の農作物をあり余るほ

ど産し，またその北西部において生産される生糸は日本の

他のどんな地方のものよりも優れている．これは南および

東を海によって区切られるが，西および北は高い山脈に囲

まれる．この山脈は，平野を降
こうひょう

雹および降雪を伴う冷たい

北風および北西風から守り，また冬期間平野がほとんど晴

天であることの主な原因となる．この平野が属する土地

はかつて吾
あ づ ま

妻の国と呼ばれたが，関東八洲すなわち関所*1 

より東方の 8 つの国々とも呼ばれたので，それ故私がそ

こに「関東平野」という名前を用いることを許していただ

きたい．それら 8 つの国々*2 は，いくらか高い峠*3 を越え

てのみ，その地に至ることができる閉ざされた地域を作

る．徳川統治の時代まで，この地域への出入りは，特に小

田原の大名が誇りにしていた関東の箱根で，厳しく監視さ

れた．

＜関東の国境山脈＞
日本の他のいかなる地域も，自然美において関東八洲の

国境山脈に比べうるものはない．その澄んだ湖とさらさら

流れる川，熱い温泉と豪華な滝，なかでもみずみずしく繁

茂した草原と，夏には多くの山を山頂まで覆う多様な植物

群落は，すでに多くの訪問者たちの身体と心を喜ばせてき

た．山々では緩やかなドーム地形が支配するが，粗面岩 2） 

や響
きょうがん

岩 3）から構成される高く険しい岩壁や深い峡谷から

なる荒々しい部分が欠けることはなく，いくつかの地域，

とくに高崎南西方では，暗い古城址のように壁状で割れ目

が多い山頂〔妙義山〕が緑の森から抜きん出て聳えている．

我々は冬に東京から中山道を進んだが，板橋の先ですで

に視界の中で富士山の右方に，2 番目に大きな円錐丘が現
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れた．そこからは常に噴煙が上がり，それが雪に覆われた

山腹にくっきりと影を落としている．これが浅間山であり，

その大きな火口からはささやく音やざわざわする音，雷鳴

と轟音が聞こえ，それらは海鳴りあるいは深夜の大きな滝

の音に比較できるが，それよりもずっと激しく，神経をか

き乱して鳴り響く．けれども，これはかの火山活動〔1783

年の天
てんめい

明噴火〕の弱い残響に過ぎない．関東八洲の大抵の

山々が魅力的なのもその活動のお陰なのである．

＜日光への道＞
さて私は，何よりも詳しい観察に値する関東八洲の一

部，すなわち日光地域に向かうことにする．自然と芸術は

日光を日本で最も見る価値のある地点にした．元気で愉

快な気分の人は誰でも日光の寺社を観察し，それから湯元

やその他の方向へ向かってすばらしい森を旅したならば，

日本のたとえ話，「日光見ないうちは結構と言うな」*4 が，

決して誇張ではなくなるだろう．

日光は東京の北方 36 里〔約 140 km〕に位置し，下
しもつけ

野

の国にあり，上
こうずけ

野との境からも遠くない．大きな川，なか

でも利根川の最大支流である鬼怒川および会津川〔阿賀野

川〕は，日光の山々から水を受け入れており，そのため日

光の山々は太平洋と日本海の間の分水界に位置している．

日光への道は快適である．それは宇都宮までは平野の中

にあり，そこから北西方向に転じて緩やかに上る．それは，

利根川を渡る栗橋近くまでほとんど変化がない．ここの河

床は幅 1250 尺〔約 380 m〕以上もある．その中をゆっ

くり流れる川は雨期にはそれを完全に満たす．利根川の河

床の中程 4）からは，富士山が南西 47°〔西 47°南〕の方角

に眺められるが，日光山地最高の山，男体山は北西 10°〔北

10°西〕の方角*5 に見られる．

日光へ向かう街道は，利根川から別れ，村落を通るとこ

ろだけ途切れる針葉樹の老木の堂々とした並木道を通る．

針葉樹は，初めは多くの他の街道と同じように，通常マ

ツまたはアカマツ（Pinus densiflora S. & Z.）であるが，そ

れからは立派なスギ（Cryptomeria japonica Don.）とそれ

より少数のヒノキ（Chamaecyparis pisifera Endl.）5）が加

わり，最後はマツが完全になくなる．多くの幹は周囲 5 m

以上あり，高い樹冠は道の上で何重にも重なっている．街

道の少し側方には低い火山性の前山〔更新世の火山砕屑物 

（山元ほか，2000）〕が残っており，そのため主目的地で

ある鉢
はついし

石（原文では Hachi-ishi）の日光東照宮に着く少し前

に，山地の構造をやや詳しく知る機会がある．

その支配下で日本がほぼ 300 年間の国内平和を享受し

た徳川家の最後の大
たいくん

君王統によって，最も強大な支配者で

あった初代の大君家康*6 とその孫の第 3 代の大君家光*7 が

ここに埋葬されている 6）．

＜日光東照宮＞
段丘を形成しながら高まってゆく鉢石地区〔現日光市

鉢石町〕の北端で，幅広い木製の橋*8 で北西から流下する

大
だ い や が わ

谷川―これから何度も話題に上る山岳急流―を渡ると，

山腹に広がり，前記の埋葬者およびそれと関係のある寺社

がある広大な杜
もり

の縁に立つ．粗面岩から作られた幅広い階

段が杜へと導く．杜は平らにされた土地の上にあり，絶壁
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第 1図　ラインの日光地方旅行ルート図
　　　　�20 万分の 1地形図幅「日光」（阿曽沼・太田，1888）を基図とし，ラインの原論文に従ってその旅行ルート（矢印付き太線）を示す．細

線は河川，太い破線は県境，黒い短冊状の印は街道の宿駅，男体山山頂のU字型曲線は馬蹄形火口壁（山崎，1958）を，それぞれ示す．
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の上に立つ高い塀に囲まれ，立派な松柏類によって取り

囲まれている．〔家康の〕墓地そのもの〔日光東照宮奥社〕

は深い森の静寂の中に，そして第 3 代大君の墓地は付属

する寺〔輪
り ん の う じ

王寺大
だいゆういん

猷院〕と共に彼の祖先の墓地のずっと左

手，北西方にある．

日本中が強大な大君を敬い，その墓所を日本建築芸術の

最も見るべき記念物とするために競い合った．そこには，

尾張からの巨大な青銅の灯
とうろう

籠，仙台および南部からの鉄製

品，薩摩やその他の場所からの石製品がある．伊豆半島か

らは大きな水盤（御
お み ず や

水舎）用に花崗岩（御影石）が送られた

が，それからは，すべての信者たちが神聖な神社空間に入

る前に口と手をそそぐ新鮮な泉水が常に溢れ出ている．す

べての建物はここでもまた木から作られ，重々しく堅固な

格子状の銅引きの屋根で葺かれている．詳細に観察する

と，権現様の寺社では神道が有力であり，一方，第 3 代

大君の寺社では純粋な仏教文化が支配していることに気が

付く．〔ここまでが Rein （1874） の邦訳，これ以後が Rein 

（1875） の邦訳である．〕

私は，余り多くの細目に立ち入ることなく，初代大君の

思い出に捧げられることに関連して，ここでは，以下のこ

とを強調したい．大鳥居〔一ノ鳥居〕（すべての神社で見

られる絞首台のような門で，閃長岩〔花崗岩〕からなり，

太さ 12 フィート〔約 4 m〕，高さ 24 ～ 30 フィート〔7 ～

8 m〕の柱を持つ，筑前大名〔黒田長政〕からの贈り物）

を通って，神社の広い境内に入ると，まず高さ 198 フィー

ト〔約 60 m：約 36 m の間違い〕の宝塔または五重塔，

すなわち 5 重の塔が目を驚かす．それは幻想的で豪華に

装飾された建築物で，若狭の大名，酒井〔忠勝〕からの贈

り物である．この塔は 1 階の屋根の下に美しい木の彫刻

を下げており，それは中国の黄道帯の獣〔十二支〕を示し，

1 面に 3 種類の獣がいる．しかし五重塔の内部では，金で

飾られた豪華な衣服を着て座る仏陀が，半ば瞑想し頭を垂

れ膝の上で手を休め，誠実な右手と偽りのない目で半ば祝

福しているのを見ることができる．それよりいくらか高い

ところには，仏陀と同じ側に，宗教的な祭りや遊びの際に

用いられるのと同じように，色とりどりの衣服，仮面，古

い武器などの展示物が見られる．特別な興味が持たれるの

は，同じ大きさで同じような形の 16 個の小さな鐘であり，

それらは 2 オクターブの音を最高に響きよく鳴らす．色

とりどりの衣服およびお祈りの際に手のひらを合わせてこ

する仏教の数
じ ゅ ず

珠は，多くのカトリック教会で聖具保管人が

好奇心に充ちた訪問者に誇らしく示すものを生き生きと思

いださせる．

我々は最後に権現様自身を祭る神社〔本社〕に入って

行く．本来それは，多くの他の神社と同じように，2 つあ

る．1 つは参詣人が賽銭とお祈りを捧げ，神がある程度謁

見を許すところ〔拝殿〕であり，参詣人は入口にある鐘を

撞くことによって，そして祭礼のときには脇で神官がさま

ざまなティンパニーや太鼓を打つことによって，祈りを届

ける．2 つ目はより後方にあり，神が住み神官のみが行き

来できるところ〔本殿〕である．壁と屋根は贅沢に飾られ，

とくに後ろの建築の 2 つの脇部屋の木彫りは詳しい観察

に値する．さらに床はすべて非常に上等な畳で敷きつめら

れている．本社の簡素な何も塗られていない祭壇には，神

道礼拝の有名な象徴である円い金属の鏡とその背後の御
ご へ い

幣

（原論文では Ohé），すなわち奉納された紙の幣を載せた

簡素な台が載っている．左方のシキミ（Illicium religiosum 

S & Z）の緑色の枝を入れた青銅の壺は祭壇の調度をしめく

くっている．

これらすべてのものの本来の意味に関して，私は何らの

情報を持つことができず，そして私が，それ以外のことで

は有能な私の同伴者に，あちこちで一度でも質問したとき

には，彼は私にたしかにこう答えた：“You must not treat 

such things with your protestant reasoning〔あなたはこ

のような事物をあなたのプロテスタント論法で取り扱っ

てはいけない〕．”たしかに多くの日本人自身に対してすべて

は神秘である．アテネ人がパウロに対して彼らの未知の神の 

前でしたように，彼らは内部的衝動に従って膝を屈する7）．

上記の本社への入り口から右の方へ中庭を過ぎ，コケの

生えた石の階段に着くが，それは山腹に位置し両側を塀で

守られ，家康の墓に向かって沢山の段で上へと導く．それ

は初めて来た夏の終わりでも上りやすい．小さな神社〔本

社〕の後方で，門を抜けて四方を塀に囲まれたこの場所〔奥

社〕に着く．ここで我々はまず，中央に香炉をもつ低い石

卓に気が付くが，その右側にはツルがカメの上に立ち，嘴

には明かりが入っている．一方，左側にはハスの花を生け

た花瓶が見られる．これらの対象はすべて青銅で作られ，

豪華に飾られている．その後ろには〔家康の〕墓そのもの，

すなわち閉ざされた扉をもつ大きな青銅の鐘［宝塔］があ

る．それは 5 つの石段および同じ位多くの銅の段からな

る 8 面の台座の上に載り，小さな屋根によって守られて

いる．

＜輪王寺大猷院＞
第 3 代大君の主院〔輪王寺大猷院〕への道は屋根のあ

る 4 つの門を通る．仁王門と呼ばれる最初の門の両側には，

多くの仏教寺院の場合のように，仁王様が見られ，それは

高さ 9 フィート（約 3 m）で，憤怒の眼差しと朱色の相貌
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を持った軍神の姿をしている．それから，金色に輝く甲冑

を着けた 2 つの異なる神，二天をもつ二天門が続く．二

天門の裏側には，右に朱色の顔の雷神（雷様）が，左に緑

色に塗られた風の神，または風神，すなわち風の支配者が

いる．各々は背に平べったい太鼓の付いた大きな輪を，そ

して肩に太鼓に呼応する 2 本の金色の雷光をもつ．さら

に二天はそれぞれの手に，わが国の室内体操の手鎖の形を

した金箔の打棒をもっている．しかし，風の神は，彼の打

棒を肩に背負った袋の中にもち，右手はその長い方の棒の

端を掴むが，一方左手は短い端を固く握りしめている．

再び別の神が夜叉御門〔夜叉門〕と呼ばれる第 3 の門

を見張っているが，第 4 および最も内側の門にはこのよ

うな守り神はいない．

我々は広い庭の舗道を過ぎて，最後に主院に向かう高い

木の階段を上る．主院は拝殿，相の間および内陣と呼ばれ

る 3 つの空間に分けられ，これらはほぼ前殿，神殿およ

び聖所に対応する．拝殿は信者が訪れる空間であり，そこ

からは神秘に閉ざされた内陣を遠くに見ることはできて

も，中に入ることは許されない．その間には，大抵の寺院

に欠けている相の間があり，拝殿と直接につながり，ほと

んど内陣に向かう通路としてのみ存在する．ここには，綺

麗にニスを塗られた木の台の上に，荘厳な青銅物，すな

わち豊かな大名たちからの再度の贈り物のすべてが見られ

る．すなわち，加賀からの天蓋（原文では Senai），朝鮮

からの淡明色の鼈甲の円盤をもつ 2 つの大きな鐘形の灯

篭，水戸からのスッポン上に載る燭台をもつ 2 羽のツル，

尾張からのハスの花をもつ 2 個の花瓶，紀州からの竹と

ツバキ〔原文の Gamelien は Camelien の間違い〕の灌木

の植えられた 2 個の花瓶などである．

私は，考えるための豊かな材料を提供してくれたこれら

多様な人工物にあまりに多くのページを与えて来たけれど

も，これからは，それを観察することによって，私自身の

感情がより率直に適応し心が高鳴る自然の作品に向かいた

い．

＜大谷川＞
大谷川とその近傍はきわめて興味あるものを我々に提供

する．我々は大谷川の河床の大抵左岸側を北西方向に山

地に向かって上って行く．我々の出発点は日光の前述の

橋〔神橋〕であり，そこの河床の標高は 617.5 m 〔正確に

は 594.0 m〕である*9．我々がそれを渡った直後に，泡立

つ川が岩盤を横切っているのを見るが，それは近づいて観

察すると石英粗面岩 8）であることがわかる．それは烈し

く風化しており，河床より上の高いところには露出してい

ない．河床をおおう転石は響岩・粗面岩および花崗岩・輝

緑岩からなる．道はかの石英粗面岩の露頭に沿って続き，

それからしばらくは川の左岸を西町〔現日光市本町〕に

向かう．我々は道の傍に，赤いツリフネソウ（Geranium 

textori），アスター〔エゾキク〕およびその他の秋の花と

並んで，ウメバチソウ（Parnassia palustris）およびドイ

ツ産と同じ黄褐色の花が咲くキツリフネ（Impatiens Noli 

tangere）を認める．

西町では少しの間道を離れ，大谷川に掛かった橋を渡り，

そして狭い道に従って，含
がんまんがふち

満淵と呼ばれる美しい早瀬をつ

くる地点まで，右岸を上流に進む．川は左岸から突き出て

いる響岩〔男体火山のスコリア流堆積物 （山崎，1958）〕

によって非常に狭められている．右側にはスギの老木の陰

になった化
ば け じ ぞ う

地蔵（石の偶像：65 体）の長い列が見られ，そ

れらは等身大で足を組んだ立方形の座像として安置され，

一様に灰色の粗面岩から作られていた．それらは一つの型

からまとめて作られたと思うほどすべて均等であった．そ

の列はきわめて大きな偶像で終わり，そこからは近隣の山

地の最も高い多くの山頂，とくに北西方向の男体山あるい

は二
ふ た ら さ ん

荒山ならびに大
お お ま な ご

真名子〔山〕およびその東方の女
にょほうさん

峰山

（原文では Nihosan）を見ることができる．

我々はふたたび大谷川左岸の本通りに戻り，やがて美し

く手入れされた庭園〔現日光田
た も ざ わ

母沢御用邸記念公園〕の中

の神社に到着するが，この庭園の澄んだ池には唯一の日本

のミズキンポウゲ（Ranunculus Drouetii Schultz）が咲いて

いる．人々は傍らのスギの老木を切り落とし，寄生するシ

ダ類（シノブ，Davallia sp.）の美しい標本を私に渡してく

れたが，それには老いた枝や幹が部分的に生い茂っていた．

それからまもなく，大真名子〔山〕に由来し大谷川との

合流点の約 1 里〔約 4 km〕上流で美しい滝を作る大谷川

支流〔荒沢〕に沿って，狭い道が右方へ延びている．この

場所は一見の価値がある．標高約 700 m の高さで，赤味

がかった溶岩礫を覆って，厚い響岩〔男体火山のスコリア

流堆積物 （山崎，1958）〕の垂直な岩壁が，狭い谷盆地を

完全に埋積しているのが見られる．支流の中ほどで，川は

かなりの深さに下刻し，そしていくらか側方ではより小さ

な川がそれに懸かっている．見事な植生が谷を覆い，そし

てそのせいで，日本人が裏
うらみがたき

見滝（裏から見る滝）と名付け

た滝の直下にまで行くことができる．

＜馬返＞
我々は本通りに戻り，そして，大谷川が左方で作る膝の

形の屈曲を道と共に横切る間に，我々は森に覆われた高地

に達する．そこでは豊かな実をつけた食用の栗が通常の木
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に数えられている．それから我々はふたたび，大きな転石

で広く覆われた河床に向かう．多くの茶屋があるこの地点

は，吉田口からの富士山の森林の縁と同じように，馬
うまがえし

返と

呼ばれている．この名前の訳は「馬を返す」である．なぜ

なら，ここからはつまり乗り手にとって辛い本来の山道

が始まるから．この地点は日光から 1 里 28 町〔約 7 km〕

の距離にある．

それから間もなく道は丸太の橋を渡り，それから忙しく

順々に 8 回も川を渡る．第 4 と第 6 の橋の間で川の両岸

には輝緑岩，それから閃長岩質花崗岩およびアプライトが

露出しており，それらは火山岩類〔男体火山の安山岩溶岩 

（山崎，1958）〕によってふたたび覆われる．最後の橋と

最後から 2 番目の橋の間では，ここで西方の深く狭い谷

から現れる大谷川は，少し手前で第 2 の橋と共に合流し

た北からの支流〔大薙〕を受け入れる．ここから北東方には，

明らかに響岩〔丹
た ん ぜ

勢火山の安山岩溶岩 （山崎，1958）〕か

らなる大きな非常に高い岩壁〔屏風岩〕を見ることができ

る．

一番高いところにある小さな橋を越えて，再び道が今で

も変わらずに残っている川の左岸側に達すると，間もなく

2 本のスギの老木のある小神社を過ぎ，そしてその直後に

急に登りになる．ここには道のすぐ右側に，溶岩礫によっ

て覆われる響岩が露出する．間もなく，南東から北西に延

びる狭く急な山稜の角に達し，そこは非常に狭くかつ険し

いので，その部分は両側から保護されなければならない．

この地点は標高 900 m であり，周囲に素晴らしい眺めを

提供する．北東方向には，ずっと下流で 1 つになり大谷

川を急な川にする 2 つの美しい滝の眺めが得られ，そし

てそれから離れて左手には二荒山の険しい円錐丘の上を大

谷川が深く暗い森の峡谷に音を立てて流れる．

いまや標高 1350 m の不動坂の峠まで急な道を登って

きた．ここでは，9 月 21 日に随所で秋の始まりが見られ

た．我が国のヨーロッパコマドリの仲間がやぶの中に誘

い，そして，この時期のドイツの故郷におけるように，カ

ラスが鳴きながら飛び回る．ドングリやヤマハゼ（Rhus 

sylvestris）の実が灰色の葉と混ざって道に落ちている．カ

エデの葉は，ウルシ（Rhus Toxycodendron）および多くの

種類のスモモ（Prunus 属）と同じように，色づき始めてい

る．

道はいまではわずかな上りで魅力的な森を通り過ぎる．

ここでは木材に全く不足しない．腐敗のすべての段階を示

す大きな木々が，山稜の厚いコケのクッションおよび脇に

ある豊かなキノコの茂みを伴って，いたるところに散在

している．多くのまだ直立しているモミの大枝および小枝

は，緑色の針葉の代わりに長い灰色のサルオガセを垂らし

ており，その姿は健康な木にもあらゆる方向に見られる．

樹幹には，半ダースのシダ類，多数の纏
いぎょう

繞植物およびつる

植物が，カシやブナの老木の周りを高くまではい上がって

いる．ブナの木は，ドイツの故郷のカンバおよびハンノキ

を想起させるが，異国の形だけれど，灌木の列の中ではと

くに優勢である．

＜華厳滝＞
道の左側から平らな森の区間を抜けてゆく小道を進む

と，間もなく急な山壁に向かい合う滝に着く．それは大谷

川が作る滝，華
けごんのたき

厳滝である．大谷川が中禅寺湖から流出し

て少しのところで，この滝が高さ 750 フィート〔約 230 m〕

以上の響岩〔男体火山の安山岩溶岩 （山崎，1958）〕の岩

壁の上から，森に覆われた狭い環状の壮麗な峡谷へ落ちて

いる．滝の方向は南西から北東へ 55°〔北 55°東〕である．

水が飛び出す縁の約 70 m 下で，上位の響岩層が溶岩礫か

らなる厚さ約 30 m の地層を覆っている．滝の右側と左側

で同じ高さの響岩の基底から直接に下へ，水が無数の糸と

なって飛び出す．それは下方へ滑り落ちる傾いた礫層の上

に，そして主滝には接触することなく，小さな流れにまと

められ，それからその流れは大きな滝の側方へ同じように

落下する．川底に着いた流れは初めは南方へ，しかしまも

なく東方へ転ずるが，これらの方向には我々は 8 つの前

記の橋の最上部で出会っている．

＜中禅寺湖＞
華厳滝より約 12 m 高く，そしてその北東方向に，標高

1343 m 〔正確には 1269 m〕の日光の湖，中禅寺湖が横

たわっている．それは日光山地で知られている 48 個の湖・

池のうちで最も大きく，そしてそれらすべてと同じように

魚はいないにちがいない．現地の人の話では，中禅寺湖は

長さ 3 里〔約 12 km〕，幅 1 里〔約 4 km〕であり，そし

て傍らに聳える男体山の高さと同じ位深い．これもまた大

きな誇張なのであるが，それが巨大な水盆であり，その周

りには高い山地が聳え，穏やかに静かに横たわり，安らか

な夏期滞在に対して魅力的な地点であることは否定できな

い．1 月と 2 月，深い雪が近隣の山地を覆い，湖の小支流

が枯れるときには，湖の水面はいくらか沈み，その結果華

厳滝は長い時間消滅する．湖の澄んだ水は 9 月 22 日でも

水温が 18 ℃であり，入浴できる．たとえこの高地におけ

る冬の寒さが本当にかなりなものであるにしても，決して

氷は張らない．

湖の東側，男体山の麓には，湯元へさらに続く道のそば
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に，何軒かの茶屋とさまざまな神社および神官の住居があ

る．この場所は中禅寺の名で呼ばれており，日光とそれか

ら約 3 里離れた湯元の間の真ん中に位置する．夏にのみ

開かれる茶屋では，紫水晶や硫酸銅の晶洞を買うことがで

きる．両鉱物は，私が日光で駄馬によって運ばれるのを

見た鋳鉄と同じように，日光の南西 6 里〔約 24 km〕の

上
こうずけ

野〔下
しもつけ

野の間違い〕の足尾から運ばれて来るに違いない．

湯元への道は湖の東岸の森の中を続いており，森では

100 種類以上のさまざまな樹木・灌木を数えることがで

きる．砂地の海岸地域を除く日本のいたるところと同じよ

うに，広葉樹が優勢である．サルスベリ（Lagerstroemia 

indica）はもっとも注目すべき樹木であり，その樹幹は明

るい場所では容易に識別される．それからは，プラタナス

の場合のように 1 枚ずつ剥がれる樹皮が，短く鈍い刺を

持つサンショウ（Fagarie piperita）と同様に，前もって分

かれていた．その木材からは箱根山地で樹皮から作られた

有名な灰皿が編まれている．

しかし，もっと多く私の興味を引いたのは，セイヨウ

スモモとつる植物である．成長したつる植物は右から左

へ巻くフジ（Wistaria chinensis）および逆巻きのアケビ

（Akebien）である．しかし両種類は日光ではさらに北方の

山林よりもずっとまれにしか出現しない．これに対して，

ここは本来のツタノキ（Actinidie volubilis Planch）*10 のま

さに原産地である．その太い樹幹が日光では灰皿などのた

めに中味をえぐられて加工されている．また話によると，

それは厚さ約 1 cm の円盤に切られ，急須の下敷きに用い

られ，そして土瓶敷の名で売られている．一般にこの植物

は数 m の高さまで真っすぐに上り，それから近傍の樹木

に向きを変え，それを左から右へ何回も巻きつけ，それと

一緒に高く伸びるが，しばしば近くの木へもう一度相当な

高さまで飛び越え，この場合もまた数回の巻き込みによっ

て定着し，それからその枝を多少とも自由にして樹木と混

合する．

同じなかまでも，とくに Actinidie arguta Planchi，（コ

クワまたはサルナシと呼ばれ，食用の緑色の漿果をもつ）

や A. polygama Planch.（マタタビ）などは，日光の森では

まれである．マタタビの燃えるような材のにおい，そして

熟した黄色の漿果のにおい―後者は形と大きさが我が国の

ドングリに似ている―は，わが国の正確にはセイヨウカノ

コソウ（Valleriana officinalis）のように，ネコを引き付け

るであろうし，それ故，日本のことわざでは，「ネコにマ

タタビ」，すなわちもっとくだけた翻訳では「ネコがマタ

タビを離さないように，人はそれを離すことができない」

といわれている．

本来のつる植物に関しては，イワカガミ（Schizophragma 

hydrangeoides  Siebold & Zucc.）およびウルシ（Rhus 

Toxicodendron L.）は，大きさと頻度において他のすべて

に優っている．それらの太い樹幹は広葉樹のカシワおよび

その他の樹木あるいは岩壁に沿って 30 m の高さまで這い

上がり，そして，夏の前者の白いまぼろしの繖
さ ん け い か じ ょ

形花序が，

秋の後者の紅葉した葉とまったく同様に，山林の独特の色

に貢献する．

＜戦場ヶ原＞
中禅寺から 1 時間後，道は，少し下方の，湖への流入

点の少し手前で第 2 の川と合流する小さな川を越えて進

む．2 つの川は，より高所では円形の草原の，1 つは東側を，

他の 1 つは西側を囲んで流れ，それからは，目まぐるし

く現れる多くの小さな滝〔竜
りゅうずのたき

頭滝など〕や急瀬を通り，湖

に向って下方に広がる斜面を作る．しかし我々は，カシワ

やマツの森を抜けてその上方へ登り，間もなくお花畑（原

文では Otana-batake）あるいはまた戦場ヶ原と呼ばれる，

かの開かれた平原へ到着する．2 つ目の名前〔戦場ヶ原〕

の由来は次にように説明されている．「男体様すなわち二

荒山（男体山）の神が上野の山地の神である赤
あ か ぎ

城と一度戦

い，後者をこの平原で打ち負かした．このようにして，日

光湖近くのこの平原は下野のものになり，その中の小さな

島だけが今でもなお上
こうずけしま

野島の名前を持っている．」私の案

内者はこの物語を信じ，より強い神が彼らの山地に君臨す

ることを誇りにしていた．

草原はすっかり秋の気配を示している．大型のリンド

ウ，多数産出する湿原単子葉類（Sumpfeinblatt）などを例

外として，多くの花は姿を消してしまった．褐色のワレ

モコウは，非常に広く分布するアイリスの三角形の子嚢

と全く同様に，すでに一部はその種を散らしてしまった．

我々は草原の北西端で道の右側に，水温が 4℃しかなく， 

真夏 *11 でもそれよりわずか数度高いだけと思われる

温泉に出会う．その少し先では，背の高いヤナギラン

（Epilobium angustifolium L.）の出現に驚き，それから道

はカシワの森（ナラ林），最後は針葉樹林の中を続く．急

に日が暮れてゆく間に，我々は左手に滝〔湯滝〕のざわめ

きを聞き，硫化水素の匂いが空気を満たし，我々は樹木の

間から森の縁に硫黄乳の白い広がりと，それに近接した湯

元の明かりを眺める．

＜湯元＞
湯元は標高 1537.4 m（クニッピング氏 9）によれば 1549 

m）の小山間盆地に位置する．それはわずか 10 軒の家か
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らなる古風な作りの村落であり，その住民は夏には多くの

病人を呼び寄せる大きな硫黄泉によって暮らしを立ててい

る．シーズンは終わったので，住民は冬に向けて日光へ下

りて行く．

湯元の西方には薬用植物で知られた白根山が聳え，大谷

川はそこに由来する．大谷川は湯元で大きな硫黄池を通っ

て流れ，それから美しい澄んだ湖〔湯ノ湖〕を通り，その

のちすでに述べた戦場ヶ原の西方を，中禅寺湖に向かって

流れる．

湯元は 12 か所のさまざまな硫黄泉を持つ．最も重要な

ものは村落の北方にあり，67 ℃の温度を示す．大きな蒼

白の池から立ち上る硫化水素は空気を満たすが，熱い硫黄

泉は湯元の下の湖〔湯ノ湖〕の色あるいは匂いに，そして

温度にも影響を与える．

湯元における 9 月 21 日夜から 22 日にかけての気温の

変化を，私は以下のように詳しく観測することができた．

午後 9 時 11 ℃，10 時 9 ℃，午前 3 時 7 ℃，6 時 5 ℃．

湯元の下の湖は日光湖〔中禅寺湖〕よりもずっと小さく，

そして楕円形をしている．その南端では大谷川が傾斜 45°

～ 50°の急斜面を流れ落ちる．この滝は“湯滝”と呼ばれ

るが，温水の滝を意味するその名称は，私がその温度はわ

ずか 13 ℃であることを発見したので，決して正当ではな

い．

＜男体山に登る＞
9 月 22 日，火曜日の朝 7 時半に我々は湯元を発ち，中

禅寺にはやっと 11 時頃に着いた．日光山地で最も高い男

体山あるいは二荒山には登ることになっていたので，私は

すでに数日前にいくらかの準備をしていた．それには，私

が日光の上位神官から〔男体山の〕入口の鍵と案内人を

貰い受けていたということが含まれていた．なぜならこの

聖なる山への訪問は厳しく制限されており，もっと早く 7

月の最初の週のみに行われる必要があった．そのため巡礼

者は，神官の同伴の下に門を通り，険しい道を登る前に，

あらかじめ一連の贖罪と湖でのみそぎを行うため，白衣を

身に着ける必要があった．

我々は 11 時 15 分に湖を立ち，3 時間の元気な登山の

後に山頂に着いた．山道は階段および杭の上を常に急傾

斜で上へと続き，それらは，下半分ではサクラ（Prunus 

Pseudo-Cerasus）の樹幹部分で作られているが，より上方

では自然を生かしており，十字に組み土壌の上に敷かれた

2 本のモミ類の網根から作られている．山道の入口の左側

には神社〔二荒山神社〕があり，そこでは登山者が，帰還

して後に，≪見ない，聞かない，話さない≫，すなわち山

の神秘に関して何も見ず，聞かず，言わないことを誓う．

我々は 1700 m の高度で，アサキとクロキ，すなわち

色とりどりに混合した広葉樹林と暗く単調な針葉樹林の境

界にいる．広葉樹林ではカシが上記の境界まで上るが，ブ

ナはこれより 300 m 下までである．針葉樹林は，アメリカ・

シルリングス・モミと近縁のツガ（Abies Tsuga）およびオ

ウシューモミの一種から構成される．これより少し上方

では，響岩〔男体火山の安山岩溶岩 （山崎，1958）〕，い

わゆる鳴る石（琵琶石）の岩塊が道にまたがっている．こ

こで巡礼者は横臥して，案内の神官に罪の告白を行わねば

ならず，その間彼らの頸部には木の板が押し付けられてい

た．

2040 m の高度で道は厚い響岩層を越えて進み，多くの

地点で鉄の鎖ならびに階段が登るのに役に立つ．樹木は風

によって傷つけられ，折り曲げられて周囲に散らばったの

で，森は明るくなり，いまでは若干の灌木と草木が現れ

ている．私はそれらを日本のほかの高山でも発見してお

り，それらは高山植物にとって特徴的なものである．ここ

ではそれらすべてに名前を付けるには，余りにも広範に

及んでいたので，そのためわずかしか命名されていない．

紅葉した落葉樹に伴うさまざまなクロウスゴ灌木のほか

に，わが国のコケモモ（Vaccinium Vitis Idaea）が頻出する．

ガンコウラン（Empetrum nigrum）は，北ヨーロッパの

Cornus suecica と同様に，小さな植物であるゴゼンタチバ

ナ（Cornus canadensis）の傍に現れる．我々はその近くで，

わが国のマイズルソウ（Majanthemum bifolium），ツルト

リソウ（Trientals europaea）および今でも咲いているアキ

ノキリンソウ（Solidago Virg’aurea）と混合したミツバオ

ウレン（Coptis orientalis）およびイワガラミ（Schizocodon 

sodanelloides）に出会う．

頂上に向かうと，新しい溶岩礫が古い響岩を覆っており，

そこで広く見渡すと，北側の御
お さ わ

沢と呼ばれる深い渓谷に，

二荒山の現在の山頂を作った死滅火口〔馬蹄形火口壁 （山

崎，1958）〕を見る．我々は，日光の平地からはずんぐり

した裸地の円錐として見えるものが，北方に向かってより

急に傾く火口壁の南壁に他ならないことを知るのである．

男体山は標高 2504 m〔正確には 2484 m〕の高さに聳

える．湯元の西方，男体山山頂の 70°北西〔北 70°西〕に

ある白根山はほとんど同じ高さであり，男体山山頂からは

富士山が南西 12°〔南 10°西〕の角度で見られる．二荒山

での 2 時間の滞在の後，帰路に着き，中禅寺湖で水を浴び，

そこの茶店に泊まった．翌日の朝，豪雨の中を日光へ引き

返した．
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＜日光地方のまとめ＞
日光地方における私の観察の最も重要な結論をここで最

後に要約すると，以下の通りである．

（1）�日光山地は火山円頂丘山地を構成し，その最高峰，

二荒山と白根山は標高 2500 m に達し，一方他の多

くの山々は標高 2200 m 位である．

（2）�大谷川および他の多くの河川に露出する基盤は，結

晶質岩石，花崗岩および輝緑岩からなる．

（3）�噴出岩については粗面岩と響岩が卓越し，これらは

より若い溶岩流によってさまざまに覆われる．

（4）�これに従って，多くの噴火時期が識別されねばなら

ない．厚い響岩流が標高約 2000 m の山地を作った．

その噴出により，日光および湯元の湖ならびに，そ

れらを取り囲む環状山地を作った戦場ヶ原火口が形

成された．

（5）�噴火終息後，それらは水で満たされ，そしてまた隣

接する山地に由来する河川が流入し，そのため過剰

な水がかの絶壁を通る道を切り開き，そしてそこに

数多くの滝と早瀬―その一部は述べられた―を形成

した．

（6）�それ故に，それぞれの湖は比較的最近に形成されたが，

高い滝の流出口にはどんな魚も昇り着くことができ

ず，そのためこれらの湖に魚がいないことは容易に

理解される．

（7）�標高 1700 m までの高度では，大抵の場所で広葉

樹の色とりどりの混合林の繁茂する植生が土壌を覆

い，とくにつる植物および着生植物のシダが驚くべ

き数で出現し，そして，ドイツでは大抵平野で見ら

れる我が北ヨーロッパ植物群の多くの代表の独特な

山地群集と並んで，それらのより高地への力強い

展開が見られる．本来のアルプス植物群（原文では

Alpenpflangen）は出現することなく，これに対して

中・北アジア山地植物群は多くの代表を持ち，そし

てそのため極地―アルプスの性質を持ったものもあ

る．

（8）�日光山地の動物群は日本のそれ以外の高山のものと

同じであるが，サル（Inus specious）およびカモシカ

（Antilope crispa）の頻繁な出現は，陸貝の完全な不在

と同様に，いまでもとくに強調されるべきである．

３．第 2部．仙台・南部海岸（第 2図）

＜多賀城碑＞
奥州の主府である仙台からは，北東方向への 4 時間の

徒歩旅行の後に，太平洋に面する長い町並みの塩
しおがま

竃に着

く．その間，立派な道が多くの裕福な町村を通り抜けるが，

それらは海に向かって右方に広がる豊かな平野よりあまり

高くには位置していない．道を利用するのは主に漁師たち

であり，彼らは捕獲した魚を，一部は平らな笊
ざる

を下げた天

秤棒で担いで，一部は馬に載せて，首府へ運ぶ．この地方

は大きな景観上の魅力を持たない．なぜなら，西方および

北方の山々ははるか遠くに離れており，海は，すぐ近くに

来て初めて目に入るから．これに対して，歴史的観点から

は，この地方は日本最古の記念碑である多賀城碑 10）があ

ることによって，特別な関心を引く．この記念碑は仙台か

ら 2.5 里〔約９km〕の，道の右方の小さな丘陵上の市
いちかわ

川（原

文では Shikawa）村〔現多賀城市市川〕の近くにある．そ

れは高さ 6.05 尺〔約 1.8 m〕，幅 3.4 尺〔約 1 m〕の絹雲

母頁岩の灰緑色の板碑であり，その西面にのみ文字が彫刻
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第 2図　ラインの塩竃―釜石間旅行ルート図
　　　　�50 万分の 1地質図幅「秋田」（50 万分之 1地質図幅編纂委

員会編，1958）を基図とし , ラインの原論文に従ってその旅
行ルート（矢印付き太線）を示す．細線は河川，太い破線は
1874 年当時の県境を , それぞれ示す．赤坂峠を通る細い破
線については訳注 16) 参照．参考のために奥州街道の一部を
図示した．
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されているのが見られる．私は，これに関して，通訳兼旅

行案内者の三
さ ん だ

田　佶
ただし

氏に以下の注意を頂いたことを感謝す

る．

表題として「西」の字があり，その下に古くからここに

立っていた多賀城のさまざまな地点からの距離に関する以

下の記述が続く．

京都から多賀城までの距離： 1500 里〔約 1000 km〕

蝦
え ぞ

夷から多賀城まで距離： 120 里〔約 80 km〕

常
ひ た ち

陸から多賀城までの距離：412 里〔約 270 km〕

下
しもつけ

野から多賀城までの距離：274 里〔約 180 km〕

� 靺
まっかつ

鞨 11）から多賀城までの距離：3000 里〔約 2000 km〕

さらに，大
お お の

野東
あづまひと

人が神
じ ん き

亀元年（聖武天皇の最初の年，そ

れ故西暦 723 年）に建立し，そして恵
えみのあさかり

美獦により天
てんぴょう

平宝
ほ う じ

字

6 年（孝謙天皇 14 年目，西暦 761 年）に再建された，と

記されている．この記述をよりよく理解するには，以下の

説明が役立つであろう：

（1）�この碑文の 1 里はわずか 6 町〔約 650 m〕であり，

今日の郵便尺度の 36 町（2.5 英マイル）ではない．現

今でも仙台および南部では 1 里を 6 町とする習慣が

あり，これを小道と呼ぶ．

（2）�この碑文における蝦
え み し

夷は今日のその名の島ではなく，

日本の北部を意味する．日本北部の原住民は蝦夷と

呼ばれ，彼らは後に南方からの征服者と混血した．

（3）�今日の常陸の国の北限は記念碑に示されるほど多賀

城からはるか遠くではない．しかし，もっと古い時

代には常陸の一部分はなお陸奥に属していたので，

当時の常陸の北限はさらにずっと南にあった．

（4）�最北の国（おそらくサハリン）は靺鞨の名で示され，

人々はそれについて非常に曖昧な心象を持ち，そし

てそれは，日本語の概念に従って，西へ向かって

天
てんじく

竺，すなわちインドを分け隔てるのと全く同様に，

北の方向に世界を分け隔てるものであった．

（5）�「西」という標題にはさまざまな意味がある．よりも

っともらしい意見によると，そのような記念碑は城

からのそれぞれの方位に従ってこの近くに立ってい

たが，他の 3 つの記念碑はなくなってしまった．別

の説明方法によれば，ここから南西方向にある京都

の名が示され，それは，まだ降伏していない北の地

域から収容された俘虜が，ミカドの支配下での服従

を表すために，この石の前で頭を地につけねばなら

ないということを示していた．

多賀城記念碑は通常誤って， 壺
つぼのいしぶみ

碑，すなわち壺の記念

碑と呼ばれている．壺 12）はまさしく約 1000 年前に記念

碑が建立された南部の村であるが，そこからはもはや何の

痕跡も見られない．多賀城記念碑は宮城県（仙台）の最重

要な歴史的名所に値する．その碑文はさまざまに書き写さ

れており，別のところでは白石〔現宮城県白石市〕の，絹

と紙から作製された袱
ふ く さ

紗に写されたものも見つかってい

る．

＜多賀城から塩竃へ＞
海岸からなお約半時間離れた後に，道は庭園のそばを通

り過ぎるが，私はそこで他の樹木の中に柑橘樹の老木と美

しい小さなシュロを見た．ここはこれらの樹木が自生する，

まさに日本最北端の地である．高い硬度を持つ常緑のカシ

ワおよびツバキの木はもっと頻繁に見られるが，それらは

植えられたものにすぎない．それらの天然の産出の北限は，

横浜にも近い江戸湾の，どう見ても東側にあり，一方，奇

妙なことに，ツバキ（Camelia japonica）はずっと寒冷な日

本海沿いでは越後の北限（北緯 38.5°）にまで産出し，そ

こでは前山で緑色の下木を構成し，それより上では，小型

のタケ（クマザサ）からなる高山植物の場合のように，落

葉樹と灌木が卓越する．

＜塩竃＞
私は塩竃（原文では Shiogawa）との境で，市長および私

が泊まるはずの戸主から威儀正しく迎えられ，丘の下の村

へ案内された．ここでは海の近くに，なかでも，塩を好む

2 種類のフランスギク（Leucanthemum articum D. C.& L.，

Nipponicum Sav.）が産出することが知られており，それ

らの大きな白い花は道の両側の多くの地点で見ることがで

きた．

宿屋では私のもてなしのためにあらゆる準備がなされて

いた．若い娘は完全な盛装で現れ，顔や唇を赤や白の化粧

品で塗ると同時に，ツバキの種から採った豊かな油を惜し

げなく使っていた．

短い滞在の後に，私は，塩竃から北東方向に 1.5 里〔約

6 km〕離れた松島（マツの島）の村に向かって自慢の湾を

平底の小舟で乗り出すために，町の下の端で海に降りて

行った．私は，綺麗な景色を見ることができる塩竃神社へ

の高い階段を上らず，その代わりに，船に乗る前になお見

るべき別の場所，すなわち塩竃様の塩の釜を訪ねた．

塩釜は木の台座の上に置かれ，約 1 m の直径，2 cm の

厚さおよび浅い窪みをもつ．それは鉄の鋳物からなり，ど

う見ても非常に古い．伝説によれば，神が塩の中に塩の釜

を作った．神は 7 つの釜を竜宮，すなわち海の宮殿から

引き取った．ある夜，盗賊が来て，3 つの釜を奪い，それ

を船に運び込んだ．犬が吠えて神に盗難を告げた．このこ
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とは烈しい風を呼び，荒れ狂う海は盗賊と小舟をもみく

ちゃにし，盗まれたものは元の場所である竜宮へ戻った．

しかし，塩竃村はその名前を塩釜（塩と鉄の釜）に由来す

る．

カ キ が〔 塩 竃 港 の 〕 小 さ な 船 着 き 場 の 杭 を 覆 っ て

いる．そこにはまた，大型のオオツノガイ（Cerithium 

longicaudatum）および 2 種類の小型のニシキウズ（Trochus 

sp.）もしばしば見られた．

＜松島＞
松島は単に松島湾の海岸にある村の名前ではなく，湾

内に散らばっている 88 個の小島と岩礁の集合に対する名

称である．しかし，それは海上わずか 10 ～ 15 m の高さ

に聳えているに過ぎず，灌木や形の悪いマツによって一面

に覆われ，そして近接する陸地と同じような地質構造を持

ち，あたかも海が陸地から少しずつはぎ取ったように見え

る．それは，自然がここに創造した大規模な日本庭園であ

り，原住民は我々ヨーロッパ人よりそれをずっと好ましく

思う．灰白色の岩壁は南西側から洗掘され，えぐられてい

る．それは灰白色で非常に脆い砂岩の緩く傾斜した地層か

らなり，砂と石英からなる含鉄礫岩を挟んでいる．私はそ

れを多くの島で調べたが，その中に地質年代決定のための

確実な拠り所となりうる何らかの化石の名残を発見するに

は至らなかった．けれども私はそれが，江戸湾の多くの地

点でも見つかっているような，新第三紀の堆積物〔中新世

の松島湾層群 （石井ほか，1982） 〕であることを疑わない．

松島村の近くには多くの小島が陸地のすぐそばに分布

しており，それらは橋によって陸地と結び付くことがで

きる．それらの間の海はどこでも浅く，その底にはアマ

モ（Zostera）が一面に生えている．多くのウ（Cormorane）

が水面を動き回っており，それらは小舟が近づくと逃げ去

るより海中に潜り込むことによってしばしば離れて行き，

そして，動くよりも守られた海の中にいる方がずっと多

い．私はまた，別の鳥の種類の，人々がイッパイ・サギと

呼ぶ一群の小さなコサギ（Ardea garzetta）に気付いており，

それは引潮によって現れた海浜を野生のカモと同じように

歩き回っていた．

＜石巻＞
塩竃から北上川河口の小さな港町，石

いしのまき

巻（原文では

Schinomachi）へ向かう道は，いくらか内陸側に寄ってお

り，開かれた湾を一望できるところはほとんどない．それ

は辛うじて標高 30 m の丘陵の中を常に続いている．丘陵

の平らな尾根は砂と石英礫によって，またある区間では灰

白色火山灰によって覆われており，藪と形の悪いマツが一

面に生えている．その間を海からの小谷が鋭く下刻し，そ

して汽水が十分に引き下がったところで注意深く耕作され

ている．なぜなら，それらはかつて完全に海に覆われ，今

日耕作ができるのは海岸の連続的隆起によるものであるこ

とが，明らかに認められるから．道沿いおよび寺社にある

すべての記念碑は，小川や堀に架けられた橋や小橋と同様

に，絹雲母頁岩からなり，この地方における古生層の出現

を推測させるものであり，この地層に私は北上川を渡った

後もしばしば出会っている．

仙 台 湾 に 沿 う 最 も 重 要 な 町 で あ る 石 巻（ 原 文 で は

Ichino-machi）は，この国の主府から 13 里〔約 50 km〕，

松島村から 7.5 里〔約 30 ㎞〕の距離にある．この小さな

町の船舶交通に関しては，実際に宿屋ばかりの街道はある

けれども，旅館にふさわしい家は一つも見つけられなかっ

たということを，書き足して置きたい．

＜北上川とその給源山地＞
この町で海に注ぐ北上川は，北緯 38°以北の日本島〔本

州〕の最も重要な川である．その水源地は北緯 40°よりも

少し北方にあり，南部（岩手県）と陸奥（青森県）の国境を

なしている．その水源は岩手郡藪
やぶかわ

川村〔現岩手郡岩手町御

堂〕にあり，日本人の子供なら誰でも知っている伝説と結

びついている．それによると，11 世紀に蝦夷を征服する

ために京都から兵を進めた英雄，八幡太郎義家は，非常に

暑い時期にこの地方に来た．彼の軍隊は渇きに苦しんだ．

その時彼は神々に助けを乞い，岩に向かって矢を放ち，そ

して水がたくさん湧き出すのを見た．この水が大河，北上

川の水源となった．

北上川は多くの屈曲と著しい勾配を持ちながら北か

ら南へ約 75 里〔約 300 km〕も流れ，その河口の 3 里

〔約 12 km〕上流で東方へ腕を伸ばし，追
お っ ぱ が わ

波川（原文では

Oibagawa）の名前で直接太平洋に注ぐ．北上川は，一部は

南部と秋田の間の子午線山脈〔子午線に平行な山脈〕から，

一部は東方で太平洋と仙台湾の間の分水界〔牡鹿半島〕を

作り，内部に標高 1200 ～ 1600 m の円丘をもつ山地〔北

上山地〕から，河川を受け入れている．一方，秋田と南部

の間の国境山脈は，著しく高い山々，とくに森吉山および

駒ケ岳の死火山ならびに，中央山脈から盛岡北西方の北上

川渓谷に張り出した岩
がんじゅさん

鷲山（岩手山）を有する．結晶質岩

石〔花崗岩〕および古期頁岩は両山脈の基盤を構成するが，

これらは南部〔岩手県〕の東部〔北上山地〕に広く分布し

ている一方で，北上川の西方の国境山脈では火山噴火が両

側に大きな山塊を形成し，それらは玄武岩，粗面岩〔安山
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岩〕などの溶岩流によってさまざまに貫入され，被覆され

た．

秋田と南部の間の国境山脈のやや古い岩石〔中新統〕中

には，かの硫化銅鉱の豊かな鉱床も見られ，それは，多く

の場所，とくに盛岡北方 24 里〔約 90 km〕の秋田県鹿
か づ の

角

郡尾
お さ り ざ わ

去沢で採掘されている．銅はここから駄馬に載せられ

て盛岡へ，盛岡から平底の小舟で北上川を石巻に向かっ

て，そしてそれから船舶で遠く東京に向かって運ばれる．

尾去沢鉱山の収益は非常に大きいものに違いない．盛岡か

ら岩鷲山の麓の小村，一
い っ ぽ ん ぎ

本木〔現滝沢市一本木〕へ向かう

道で，私は一度，そこからの銅を背負った 39 頭の馬と牡

牛に出会った．その次の日には家畜に背負われた 100 個

以上の銅の荷物が村に到着するはずであった．

＜志津川＞
私は，1 日の旅行で，石巻から北東方向に向かい，夕方

遅くにやっと，美しい湾に面する小村，志
し づ か わ

津川〔現宮城県

本吉郡南三陸町志津川〕に到着した．幸運にも，上る月お

よび森の縁で一晩中稲田をイノシシから守るために絶やさ

れなかった無数の火が道を照らしたが，日没後まもなく訪

れた寒さ（＋ 3 ℃）に対して，馬の背では寒さを防ぎよう

がなかった．

北上川の向側では砂岩層〔三畳紀～ジュラ紀の砂岩 （滝

沢ほか，1990） 〕はなくなり，閃緑岩，花崗岩および古

生代 13）頁岩〔ぺルム紀登
と よ ま

米層 （滝沢ほか，1990） 〕が始

まる．それとともに土地の地形は全く変わる．大抵は平ら

な背面をもつ細長い多数の山列が，おもに東西方向に配列

し，北上川と無数の沿岸小河川との間の分水界から外側へ

と延びる．それらは，大抵は著しく高角度ではないにせよ，

多くの美しい湾を作る海岸に向かって急傾斜する．黒ずん

で突出した岩石は大洋の磯波を砕き，それによってこれら

小湾の多くは非常に良好な碇泊地になる．より高い山稜の

多くは森に覆われておらず，そして 10 月中旬には枯れた

ワラビや草地の秋の装いで灰褐色に見える．これに対して，

斜面には，とくにより内陸側では，しばしば広葉樹林が見

られ，そこではブナ（Fagus Sieboldi Endl.）が優勢樹であ

ることが多い．私が歩いた海岸道は常に，そして一日中，

この山稜およびそれから作られた沢―その出口で小さな町

や村が湾の方に広がる―を上ったり下ったりする．たえず

上り下りすることによる緊張は，つねに変化する景観の見

事な眺めによって報いられ，この国のしばしば訪れた多く

の地区におけると同様に，道もよく手入れされている．

北上川を渡った後に間もなく私の道が導いた最初の狭い

谷の底は，浅い湖 14）を形成し，そこからは所々にヨシな

どの水生植物が突き出ていた．カモや野生のガチョウの群

れが水面を飛び回り，人が叫んだり石を投げたりしても少

しも乱れなかった．しかし，私が彼らに向かってレボル

バーを発射したときには，彼らは高く舞い上がって，見渡

せないほどの群れをなし，騒々しい悲鳴を上げた．私はこ

のような水鳥の群れを見たことがなく，そしてその数を少

なくとも 10000 羽と見積もった．間もなくカモは再び低

く舞い戻り，そして新しく鳴き始めたが，一方，ガチョウ

の群れは静かな叫び声を上げながら一列に並んでずっと高

く舞い上がり，そして最後はそこから飛び去った．

私が一泊した志津川の旅館は同時に小さな紡績工場でも

あった．生糸を巻き取る女工たちの単調な歌声は，翌朝夜

明けと共に私を目覚めさせた．私はこの小さな町を訪れた

初めての異人さん（外国人男子）だったので，当然好奇心

は非常に大きく，多くの人の目が穴だらけの障子の背後か

ら，着衣，荷作りおよび朝食の際の私の動きを追った．私

が最後に出発したときには，数百人の住民が両側に人垣を

作った．この日，私が通り過ぎた大抵の町村の住民は非常

に貧しいように見えた．私はこの国でここほど不潔で病弱

な様子の子供たちが集まっているのを見たことがなく，好

奇心から私の近くまできた子供たちの疥癬にかかった頭

や顔ならびに汚れた鼻を見るたびに，吐き気をもよおすの

だった．

＜気仙沼＞
志津川に対する好ましい対照が，私が夕方遅く到着した

清潔な町，気
け せ ん ぬ ま

仙沼（原文では Kisénuma）〔現宮城県気仙

沼市〕であった．鼎
かないがうら

浦（原文では Kamama ëura）と名付

けられた美しい湾は，その前に横たわる大島によって守ら

れ，そして以前は非常に深く，大きな帆船が町へ横付けす

ることができた．しかし，約 20 年前から入口は完全に砂

で埋められている．新しい道は気仙沼から湾の北端のすぐ

近くを通っており，そして湾の最高水位よりも約 1 m 高

い位置にある．道の左には青みを帯びた石灰岩〔ペルム

紀の坂本沢層群 （神戸・島津，1960）〕の岩壁が水面に対

して垂直に立っている．この壁の基底部には，ほぼ 1 m

幅のはっきりとした水平の縞が見られ，それはニオガイ

（Pholadidea）によって完全に穿孔され，そして数百個の

よく保存された貝殻を埋蔵している．従って，ここでは最

近になって海岸がおおよそ 2 m も隆起したのであり，こ

の事実はおそらく湾の入り口の埋積と密接な関係にある．

この地点を通過して間もなく，道は広大な塩田を持つ

鹿
ししおり

折村〔現気仙沼市中・北部〕の新しい谷の入り口へ続く．

ここでの海塩製出は海岸の他のさまざまな場所での製出と
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同じようなものである．平らにした地面を 3 ～ 4 cm の厚

さの砂で覆い，その上に海水を注ぐ．海水は，一部は蒸発

し，一部は個々の塩田を分ける溝の中で再び集められる．

それから，乾かされた砂がシャベルで集められ，そして大

きな樽に充たされ，それは底に沈められ，濾過材として利

用される．その上に溝で集められた塩水が注がれる．それ

は濾過の後に沸騰鍋に入れられ，そこで大抵の海水の約 2

倍もの塩分を含むようになる．鍋は 6 ～ 10 フィート〔2

～ 3 m〕の直径を持つが，深さは 8 インチ〔約 20 cm〕

位しかない．それは薄板にまで打ち延ばされ，互いに鋲締

めされた鉄の部品から構成されており，そして真ん中を貫

き垂直に立ち上り蓋の梁の支台に固定された鉄の軸を持っ

ている．しかし，鍋は粗悪な石組の上に載っているだけで

ある．鍋は薪木で完全に乾くまで熱せられ，そしてその後

に塩を製出するが，この塩は海水中に溶けた他のすべての

鉱物体と混合している．

こ の 海 岸 地 域 の 大 抵 の 場 所 で 見 ら れ る 多 く の カ キ

（Diospyros Kaki L.）は，ツバキの木（Camelia Japonica L.）

と同様に，人目を引く．すでに一部落葉したカキの木は，

すべて，ツバキの暗緑色に対して著しい対照をなす綺麗な

オレンジ色の果実を実らせていた．後者〔ツバキ〕はここ

では，日本人がツバキの油，髪油を採る種子のために植

えられている．それは樹高 5 ～ 6 m の立派な樹木をなし，

美しい形の樹冠および周囲 75 ～ 80 cm に達する太い樹

幹をもつ．それは垣根の中，道沿いおよび田畑の段丘上に

見られる．その大きく球状で 3 つの弁の付いた子嚢は熟

し，大抵赤褐色を呈していたが，相当多くがすでに黒ずん

でいたので，綻び，そして 3 つの大きな灰黒色の種を見

せていた．多くの家の前では，集められた種と実が乾燥の

ためにござの上に広げられていた．

この海岸では，ツバキは北緯 40°を越えてまで栽培さ

れている．他の種類であるサザンカ（Camelia Sasanqua 

Thunb.）―その種からたとえば駿河では油を採っている

―は，北方のずっと遠いところには産出しない．茶の木は

仙台や南部の海岸地帯では，たとえそれがここでとにかく

非常によく成長したとしても，まれにしか見られない．な

ぜなら，それは北越後の村上でも栽培されて利益を得てお

り，たとえ日本の西側は，太平洋によって影響される東海

岸よりずっと寒冷の気候を持っているにせよ，確かに個々

の栽培はずっと北の，たとえば北緯 40°の秋田の阿仁でも

見られる．

＜大船渡＞
私の水沢県*12 15）における最後の宿泊地は吉浜村〔現岩

手県大
お お ふ な と

船渡市三陸町吉浜〕の戸長（村長）のところであっ

た．夕方，家の女主人は集まった親戚たちを一度私に会わ

せたいと頼んできた．このような紹介は非常に煩わしいけ

れども，何らかの善意が伝えられ，人々が好奇心を満足さ

せるときには，うまく行く．このような親しさはわずかな

思いやりによっても多く報いられるので，確かに私の旅行

では多くの場合にこのことだけが，私が他の方法では手に

入れるに苦労した価値ある情報を得るのに役立った．

吉浜村を過ぎて間もなく越えねばならない峠 16）は標高

756 m を示し，仙台から釜石への 54 里〔約 200 km〕の

長い道で最も高い峠である．この近くの森で私は初めて，

熟した実を持つサルナシ（Actinidia arguta Planchi）に出

会った．それは樹木に高く巻き付き，その多数の分枝が

樹木の大枝と混ざった大きな灌木であった．多くの乾いた

房に垂れ下がった実は，大きさ，形および色が熟した緑色

のスグリの実と同じであり，非常に柔らかく，甘い香りを

持っている．十分に熟したサルナシには，バターとエナン

スの 2 種のエーテルの混合物があり，これによって，よ

り強いにおいと味になっている．それはコクワと呼ばれ，

一般に食用に供される．

＜釜石＞
森から出ると，魅力的な湾に面する小

こ し ら は ま

白浜〔現釜石市

唐
と う に

丹町小白浜〕が眺められる．そこに私は正午頃到着し，

釜石から大事な仕事でこちらへ来ていた 2 人の親しい地

方人，鉱山技師のビアンヒー氏 17）および高位の市民に会

う喜びを味わった．昼食の後，私はビアンヒー氏との同伴

で釜石への道をさらに続け，夕刻には同地に到着した．

釜石は岩手県（南部）の海岸にある小都市で，水沢県と

の境から近く，素敵な港を持ち，港の 3 里〔約 12 km〕

西方の分水界にある大きな磁鉄鉱鉱床は将来により大きな

意義を約束している．私は雨天日の 2 日間ビアンヒー氏

の歓待を受け，3 日目に鉄鉱床見学のために彼の案内で大

橋〔現釜石市甲
か っ し

子町大橋〕への小旅行を行った．

私は釜石で海岸地域と別れ，北西方向に転じて，南部の

首府，綿織物で知られた盛岡に向かって旅を続けた．

原注
＊1	 �東の関所〔京都から見て〕で，箱根峠と呼ばれる．それは西南諸国 

および京都の周りに集中した国々に対する国境である．
＊2	 �武蔵，相模，安房，上総，下総，常陸，下野および上野．
＊3	 �東海道の箱根峠，甲州街道の小仏峠，中山道の碓氷峠，越後街道の

三国峠，会津街道の山王峠．
＊4	 「日光を見ざる者は美を語るなかれ」
＊5	 �これより以後に示される角度測定は，上質の鉱山技師用コンパスを
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用いて行われ，地磁気偏角には考慮することなく，直接に読み取っ
た値である．

＊6	 死後，権現様と呼ばれている．
＊7	 死後，大猷院と呼ばれている．
＊8	 �2つ目のより美しい少し上流の橋〔神

しんきょう

橋〕は専ら大名の使用に限ら
れ，閉ざされている．

＊9	 �クニッピング氏によれば標高625 mである〔Knipping，1874〕．ここ
での私の測定値は，箱根峠および富士山におけるのと同様に，おお
よそ彼の高度測定値に一致する．同じ測定者によれば，日光は東経
139°37′，北緯36°44′に位置する．

＊10	 �日本人はかのつる植物をツタノキの名前で呼んでいるが，日光やそ
の他の地域ではとくにマタタビ（Actinidia volubilis Planch.）と呼
ぶのが普通である．

＊11	 クニッピング氏の報告による〔Knipping，1874〕．
＊12	 �仙台および南部の区域からなり，陸前（仙台）北東に首府登米をも

つ．

訳注
1）�日本三大河は，幹川流路総延長からは，1位信濃川，2位利根川，3位

石狩川であり，流路面積からは利根川が1位である（国立天文台編，
1989）．

2）�ラインが本論文で粗面岩（Trachyt）と呼んでいるものは，安山岩・デ
イサイトおよび流紋岩の総称である（Rein，1905）．

3）�響岩（Phonolith）は定義上，準長石を含むアルカリ火山岩の一種で，
アイフェル火山群（荒牧，1996），フランス中央山塊（小山，1997），
カナリア諸島（守屋，1996）などに産出するが，日本には産しない． 
本論文で響岩と呼んでいるものは，実際には男体火山の噴出物で 
ある安山岩～デイサイト（山崎，1958）である．ラインも後に「日本に
は響岩は欠けているようだ」と述べている（Rein，1905）．

4）�房
ぼうせんのわたし

川 渡 と呼ばれた栗橋宿と中田宿を結ぶ利根川の渡（五街道
ウォーク・八木，2018）．

5）�Chamaecyparis pisiferaは現在サワラのこととされ，ヒノキには
Chamaecyparis obtuseが使われている．

6）�家康は1614年（元和2年）に駿府で死去し，駿河の久能山に葬られる
が，翌年久能山から日光東照社に移された．同社は1636年（寛永3
年）に家光によって大規模改築が行われて日光東照宮となった．家光
は1651年（慶安4年）に江戸で死去し，翌年東叡山寛永寺から日光の
輪王寺に葬られた．原文では，「徳川幕府最後の将軍〔慶喜〕によっ
て家康および家光がここに埋葬されている」となっているが，そのよう
な事実はない．

7）�使徒言行録17-18（共同訳聖書実行委員会，1992）には「アテネの町
のいたるところに偶像があるのを見て，パウロは憤慨して説教した．あ
る者はあざ笑い，ある者は『いずれまた』といった．しかし，彼につい
て行って信仰に入った者も何人かいた．」と書かれている．ラインは自
分自身をパウロに，日本人をアテナ人にたとえたのだろう（小川勇二郎
氏のご指摘による）．

8）�現今の奥日光流紋岩類（河田，1966）または中禅寺型酸性岩類いろ
は坂溶結凝灰岩（矢内，1972）に相当する．

9）�Erwin Knipping（1844-1922）．プロイセンの航海士として1871年に
来日し，文部省に雇用されて大学南校のドイツ語教師となり，その 
傍ら日本各地を測量して日本地図を作製した．1876年以降内務省駅
逓局および同地理局において気象観測業務に従事し，暴風警報制度
を創設した．ラインの日光地方旅行の直前に同地を測量し，東京・湯
元間および今市・若松間の路線図を作製している（Knipping，1874；
クニッピングほか，1991）．

10）�多賀城碑の説明文の邦訳にあたっては，蟹澤（2012）を参考にし
た．

11）�北東アジアに分布するツングース族の1つ．6世紀後半，渤海国を建国
した（広辞苑による）．

12）�青森県上北郡天
てんまばやし

間林村（現七戸町）大字天間館の坪村にあったと伝
えられる古碑．坂上田村麻呂が蝦夷征討に際して建てたといわれる
（新村編，1998）．

13）�原文では“palaeolithisch”（旧石器時代）となっているが，これは
“palaeozoisch”（古生代）の誤りであろう．

14）�20万分の1地質圖幅「一之関」（菊池，1892）には，柳津東方の谷に
「締切沼」という名の狭長な沼があったことが示されている．

15）�1871年12月から1875年11月までの間にあった県の名前（竹内ほか
編，1978）．陸中国南部と陸前国北部の計8郡356か村を包括し，県
庁を初め一関に，後に登米に置いた．

16）�吉浜から釜石へ通じる最短のコースは，吉浜北方の鍬
くわだい

台峠（標高約
450 m）を越え，小白浜を通る道であった（金原，1903）．これとは
別に，大船渡から赤坂峠（標高712 m）を越えて釜石に至る道（第2
図）もあり，峠の標高はラインが示した値（756 m）に近いが，この
コースは釜石に行くのには大回りであり，ラインたちが通ったとは 
考えにくい．

17）�Louis Bianchi（生没年不明）．ドイツ人鉱山技師．1874年2月に来日
し，鉱山寮と雇用契約を結んで釜石に赴任し，釜石製鉄所の建設 
および高炉用石炭調査に携わった．1877年2月に任期満了になり 
帰国した（森，2011）．

謝辞：今回邦訳した原論文は，ドイツ日本研究所が所蔵す

る東アジア博物学民族学協会（現ドイツ東洋文化協会）報

告のコピーである．同報告の閲覧・複写にあたり同研究所

図書室の堀越葉子氏にお世話になった．20 万分の 1 地質

図幅（旧シリーズ）の利用にあたっては，地質調査総合セ

ンター研究戦略部イノベーションコーディネーターの阪口

圭一氏にお世話になった．使徒言行録の引用等については

筑波大学名誉教授小川勇二郎氏にお世話になった．上記の

方々に厚くお礼申し上げる．
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